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力]入 要 件

水稲品質方式 全相殺方式に力□入できる要

件として、概ね全量を出荷業者へ出荷し、

過去5年及び今後も出荷数量 生産金額等

の資料を提供して頂ける震家となります。

9害J-7割を下□つた時

農家ことに1割～3割を超える

減収となつた時

晨家ことに2割～4割を超える

減J又となった時

水狙共洵の雹l受方式ツ檀員訓自り単位央漬主菫妙
但藁 曇 選択電竜蓼プ

●水稲共済は、組合員の皆さんがそれぞれの経営判断によつて、引受方式

補償害J合 単位当たり共済金額を 【表 1】 の内容で選択できます。
②一筆-11方式(7割補償 第1位 196円 )を基本とします。
X特に申出が無い場合は、基本方式での引受となります。

O品質方式及び半相殺 全相殺方式を選択されたい方ま組合まで、
お問い合わせください。

【表1】 (0～0が選択範囲となります)

引受方式 (選択0)

《一筆一般方式 》

共済減1叉量の計算 ま、被害

申告された耕地一筆ことに

,います.

引受方式 (選択0)

《品質方式〉
減収且つ品質低下を伴う生

産金頷の減少も■済減収量

に換算いたします。

(全相殺 一般方式》

減収量の.t算は 出荷伝票

などの客観鄭 Iを元に行い

ます。

(半相 殺 一 般 方式 〉

減収量の計算は、弓受耕地

全筆を対象に行います。

補償割合
(選択②)

7害J補償

6害J補償

5割補償

補償割合
(選択②)

9割補償
,

7害J補償

9割補償
∫
7割補償

8害」補償
)

6害」補償

単位当たり共済金額 (選択0)
来共済金額は 毎年

'定
書 1る為 ヽ年適用さ|[る金霊とは黒なります (表示は23年言)

第17~  第2●  第3位  第4●  第5,  第6位
1%円   176円   157円   137F   l18Fl   "円
第1●  第211  第3●  第4●  第5,  第6●
196Pl   176円   157∩   137月    113円    98円

第1位  第2位  第3t  第4位  第5位  第6位
196円    176●    157日   137門    118円    98円

支払対象損害割合

耕地ことに3割を超える
減収となった時

耕地ことに4割を超お
減lRとなつた時

前地ことに5割を超える
減収となつた時

支払対象損害割合

生産金額が基準生産金額の
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畿業種騨剛醜得猫!闘朦い1型入し議しょう′

0米の生産数量目標に従つて生産を行つた販売農家 集落営農を対象
※販売農家については、水稲共済加入者又は23年度の販売実績があること

…

        (〕

主食用米の作付面積から、自家消費米本目当分として一律10aを差し引いた面積

ψ
C全国―律 15,000円 10a

…

 0登躙 ぶ層若奄惣lttr料
用米等を販売目的で生産する「販売農家J及び「集落営農」

対 象 作 物

麦 大豆 飼料作物

戦略作物助成 米粉用米 飼料用米 VVCS用稲

そば なたね カロエ用米

二 毛  1助 成   浩電 ヨ :聟 尉 翌 諄

『

 
また
=戦
曜l ll同士の電み言

耕 畜 連 携 助 成  1言 [量8[碍

`甲

こ辱

米のわ局利用 小田Ⅲ牧 資源婚

『

)花

※ 地 域 こ と に 交 付 単 価 や 要 件 が 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

交 付 単 価

35000円 /]Oa

80000円 /]Oa

20000円 /]00

]5000円 /]Oa

]3000円 /100

…

☆制度の円滑 適性な交付の為には、交付申請面積と

水稲共済網目書の作付面積が一致することが重要

となりま魂

E諄 → 一

■ 定 額 吉「 分  
「
=i=生 し賢に要 ,4■ 月■ ‐恒常 ●ぢ=ス ト言い

J=対 し
'■

■ 変 非  「 分  ■ 年二の嘔■面指[,信 f=● 護〒TI=|を 下□ oず
=に
そC■■■を

.0,当 ,つ■画
`す
句

こ
の
３
つ
て
、
標
準
的
な
生
産
費

１
３

７
０
０
円
を
補
償

定額部分のみ

交付される

定額部分+
変動部分
が交付される

米の価格が
上がつた場合

米の所得

補償交付金
160∞円

'100

■
‐ ‐  ||| ||■ |■ ■ 31111   1 ‐      | ‐
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園芸施設共済カロ入農家の皆様ヘ

料率が導入されます〉

平成 24年度より、施設園芸農家のニーズに的確に対応するため、

危険段階基準共済掛金率を導入し、ゴ芸農家1日々を被害率に応

じてグループ分けを図り、被害実情に見合った料市を適用する事

により、組合員間の共済掛全負担の公Tを図りたいと考えていま

す.

加入事及び被害率の大半を占め、被害率に格差のあるパイプハ

ウスのみ導入し、鉄骨ハウス寺につきましては判1合員の皆様の要望

等により段階的に導入を検討する予定です。

掛金率設定方法 「  被害率の  1
近似した農家を

グループに

' 分けます。
被

室
口

率

Ｅ

去
５
カ
生
＋
均
）

―    

「1:__.ぁ
`_~~~術
回

|  |  |1鯉  _  |―

区分7

L

i

"¬

M  N  O

加 入 農 家

G  H

園 芸

|

施

J

5又

K

i

危険段階区分

プラスチツクハウスⅡ類

01

02

03

04

05

06

07

標準

2371

2179

2004

1907

1860

1836

1 824

1854

12

73

127

211

126

189

1,416

100%以上

100%未満 50%以上

50%未満 25%以上

25%未満 10%以上

10%未満 05%以上

05%未満 0001%以上

被害無し

新規力1入
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農業共済組合は公共性を有する組織として、その社会的信用の損なうことのないよう、適正な

事業運営が求められています。昨今の社会情勢から監督官庁であります農林水産省より、事故

防止の観点からも農業共済掛金等の納入方法について口座振替による ll入に移行すべく指導が

ありました。

「口座振替率 90%Jを組合H標に掲げ、役職員一九となり戸別推進を図り、加入者のご理解

を賜り日々 ll進してまいりました結果「口座振替率 904%」 と目標を

達成致しました。

ヲき続き、掛金ll l入及び共済金等支払いの適正化を図るため、「J

座振春率 100%Jを目指し推進に努めて参りますので、まだ提出頂

いていない加入者の方につきましては、ご理解とご協力をお願い致し

まう。

“
茨城旭村農業協同組合 ● 常 陽 行 ゆ佐 原 信 用 金 庫

一

OFK

●かしまなだ農業協同組合 |

ゆ筑  波  銀  行 中銚 子 信 用 金 庫
|

饉 しおさい農業協同組合 | 。東  日 本  銀  行 1 申茨 城 県 信 用 組 合

"な
めがた農業協同組合 : 。水 戸 信 用 金 庫 l фゆ う ち よ 銀 一

■

ノ     _       _       __       _´
'

年度別口座振替割合(%)

904

771

685            690

501
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23年度は、未曾有の大災害「東日本大震災J

に伴う「福島原発事故J「風評被害」「外国
人実習生の帰国J等の影響もあり、農家経営
の規模縮小 引受でき T」い施設などがあり、
共済事業全体的に落込みました。

しかしながら、想定外の大きな自然災害は

しヽつ起きるか分かりません、今後もNOSA
鹿行は皆lfの経営安定の為、「弓1受推進 早
期支払Jに全力で取り組んで参りたいと思しヽ

ます。 ▲ 24年度もよろしくお願いします

震業共済新聞は月 4回 毎週水曜日に発
行する週刊誌です。

事業の説明、農政の動き、身近な話題、

自農技術など幅広い記事が掲載されており

ます。

農業共済新聞をぜひこ愛読ください。

年ぎめ購読料 (1年間) 4,680円
～お問含せは企画課まで～

山野 絵理 oJ
′1方市石神出身

家 畜 課
(嘱 .t'

NOSAI鹿 行女性の会を通 じて地域の交
流を広げてみませんか |

毎年、「研修会 講習会等Jを行しヽ地域の

女性の方々との交流を深めております。ど

うぞ、お誘い合わせのうえこ連絡ください。

女性の会給会を 5月下旬頃に予定しております。

後日 開催通知をお送りいたしますので 会員の皆

様の出席方よろしくお願い致します。

0● 0000● 000000000000000000000● 0000● 0009000● ● 0000000● 0000● 0000● 00000000

【平
成
２４
年
４
月
１
日
付
採
用
】

当
組
合

の
職
員
と
な
り
、
ま
だ
右
も
左
も

わ
か
ら
ず
社
会
人
と
し
て
来
熟
な
と
こ
ろ
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
輩
方
、
地
域

の
方

か
ら
多
く
を
学
び
、
成
長
し
て
い
き
た

い
と

思
い
ま
す
の
で
、
官
し
く
お
願

い
し
ま
す
．

１
月
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て
働
き
始
め
、

３
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
た
ま
だ
不
慣
れ

な
点
も
あ
り
ま
す
が
嘱
託
職
員
と
し
て
早
く

仕
事
を
覚
え
、
組
合

の

一
員
と
し
て
頑
張
り

た

い
と
思

い
ま
す

の
で
宣
し
く
お
願

い
致
し

ま
す
。

浅野 智昭 υ
"行方「 南口|,

農 産 課
1麻■j世区コ1当 ,
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肇 フを甲ラム開催
"

躙 lぼ::曇∬:T耳』‖鳳[催
渉参力1に向けた事前 II議に入る」との方針を表IIHし た。

しかし、国民への説明が不 卜分なまま、ゼロ関税を

基本とするTPP交渉に __加することとなれば、農林水

産物の生産額の減少が4兆5000億程度と見込まれるほ

か、食|1自 給率も40%⇒ 13%程度までllT下するとの試

算もあり、日本の農業に深亥」な打撃を与えかねないと

懸念されま
‐
キ.

靱 i馴 ば まFi見 ]口 IIt∵ 三ぷ 舗 『 吼 憲[写f呈 :鍵 ;飩

した.請演では、「11'P亡回論」と題し、京●F大学大学院准教授中野同1志氏が、「日本がTPPに参加しても、

得られるメリソトはわずかで、デメリツトは農業 医療 金融 資の安全 雇用など国民生活全体に及び

米国に都合のいい帯1度だ IJと l■べた.

また、情勢幸「告で衆議院議員山崎摩用:氏 は、「米F 韓国の1大況、各国との事前協議の内容Jについて

報告した.

000000000● ● 0000000● 000● 000000000000000000000● 0000000● 0000000000000000

☆
　
「
ハ
ウ
ス
共
済
」
が
あ
る
お

か
げ
で
、
震
取
の
方
が
安
心

し
て
野
菜
が
作
れ
る
と
想
い

ま
す
。
台
風
な
ど
で
被
害
が

出
な
い
事
が

一
番
で
す
が
。

【鉾
田
市
　
女
性
４０
才
】

☆
　
東
日
本
大
震
災
で
、
家
で

は
食
べ
物
の
被
害
や
農
作
物

の
風
評
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。

【行
方
市
　
女
性
３４
才
】

☆
　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
々
の
深
い
失
意
、
落

胆
、
悲
し
み
は
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
想
い
ま
す
。

今
年
は
是
非
共
、
良
き
年

を
迎
え
た
く
念
す
る
次
第
で

す
。
職
員
の
皆
々
様
こ
苦
労

の
御
事
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【鉾
田
市
　
男
性
７８
才
】

☆
　
名
所
旧
跡
発
見
を
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
近
く

て
地
元
な
ど
の
時
は
分
か
り

ま
す
が
、
少
し
遠
く
て
行
っ

た
事
の
無
い
所
は
良
く
分
か

り
ま
せ
ん
。

簡
単
な
地
図
等
が
あ
る
と

良
い
の
で
す
が
。

【鹿
嶋
市
　
女
性
５４
才
】

前
号
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ク
イ
ス
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
や

お
た
よ
り
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
よ
り
一部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

晰
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水
耕
ト
マ
ト
効
率
よ
く
安
定
生
産

鹿
嶋
市
下
津
高
田
　
倉
男

さ
ん

・
由
美
子

さ
ん

鹿
嶋
市
下
津
の
高
田
倉
男
さ
ん
、
由
美
子
さ
ん
夫
妻
は
、

鹿
嶋
市
で
は
珍
し
い
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
栽
培
面
積
は
３３
ａ
ｏ
果
実
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
果

肉
が
よ
く
締
ま
り
糖
度
が
高
い
大
玉

「挑
太
郎
」
と
、
ト

マ
ト
臭
さ
が
無
く
、
皮
が
柔
ら
か
く
甘
味
が
強
い
中
玉

「華

小
町
」
の
２
品
種
を
栽
培
し
て
い
る
。

鹿
嶋
市
下
津
は
、
海
が
近
く
土
壌
が
砂
地
の
た
め
、
水

の
管
理
、
追
肥
な
ど
の
管
理
が
大
変
だ
っ
た
。
ト
マ
ト
栽
培

で
の
土
壌
は
重
要
で
、
肥
料
の
パ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
病
害

虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。
一度
収
穫
が
終
わ
る
と
、
次
の

苗
を
定
植
す
る
ま
で
に
再
度
土
壌
消
毒
な
ど
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
手
間
と
時
間
が
と
で
も
か
か
る
。

１
９
７
２
年
、
当
時
１９
歳
だ
っ
た
倉
男
さ
ん
は
、
水
耕
栽
培
の
盛
ん
な
静
岡
県
焼
津
市
に

目
を
付
け
、
修
行
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
ト
マ
ト
や
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
な
ど
水
耕
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
る
焼
津
市
で
、
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
を
学
ん
だ
。
水
耕
栽
培
の
利
点
は
肥
料
を

与
え
た
り
、
土
壌
消
毒
な
ど
の
管
理
を
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
だ
。
土
壌
は
オ
ソ
ン
で
消
毒

す
る
た
め
、
ト
マ
ト
を
収
穫
し
た
後
、
す
く
に
苗
の
植
え
替
え
が
可
能
だ
。
６
、
ア
、
９
月

と
苗
を
３
回
に
分
け
て
植
え
付
け
、
八
ウ
ス
の
中
に
は
常
に
ト
マ
ト
が
あ
り
、
次
か
ら
次
へ
と

収
穫
が
可
能
に
な
る
。
水
耕
栽
培
の
知
識
や
技
術
を
学
び
、
鹿
幅
に
戻
っ
た
倉
男
さ
ん
は
、

ビ
ニ
ー
ル
八
ウ
ス
の
中
で
手
作
り
の
簡
易
水
耕
か
ら
試
験
的
に
水
耕
栽
培
を
始
め
た
。
水
中

の
養
分
や
、
１３
種
類
の
肥
料
、
水
温
、
室
温
の
管
理
な
ど
が
難
し
く
、
苗
の
育
ち
が
悪
く
な
っ

た
り
も
し
た
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
、
簡
易
水
耕
か
ら
本
格
的
な
施
設
を
整

え
安
定
的
に
生
産
し
、
品
質
の
良
い
ト
マ
ト
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
田
さ
ん
は

「今
後
は
、
ｏｏ。
種
を
増
や
す
こ
と
は
せ
ず
、
毎
年
ト
マ
ト
の
出
来
が
違
う
た
め
、

水
耕
栽
培
に
対
し
て
日
々
勉
強
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
作
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
た
。　
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■問題●答え

0 番
目[報
'や
NOSAに

対する

こ意見 こ要望

■仁 tr ■電話番冒

■氏 名 ■職 業
■年 齢

311-2206
鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
―

二

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企

画

課

行

N口SAlクィ炉電
2012年 よ夏季オリンピックが開催されます。

さて開催地はどこでしょう ?番号でお答え

下さしヽ。

①東京 ②北京 0ロンドン
今回も3択です、番号でお答え下さい。

10応募方法
:  はがきで、左記事項を必ず記入の上、鹿行農業共済組合
l 「企画課Jまでこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたし
:  ております。正解者の中から抽選で粗品をプレゼントい
|  たします。
「   ※市■■●個人晴報 ホ [品の発遠■●■済=■

lLE Erlみ■ロユ ■ j

l◆ 締 切 平成 24年 5月 31日 (当日消E日有効)

|◆ メールア ドレス qu zOnOSa rokko orip
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し
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